
 

  令和７年度 １２月                    

進路だより 第２号   愛媛県立しげのぶ特別支援学校 進路課  
 

日頃から、本校の進路指導に御協力いただきありがとうございます。 

本校では、社会で働いている人との関わりを通じて、社会の仕組みや働くことの意義を理解すること、

社会の一員として自分の役割を果たし、貢献していこうという意欲と態度を育むことを目的とした「キャ

リアガイド教室」を各学部で実施しています。 

今回は、中学部・高等部での生徒達の体験の様子、また卒業生の保護者さんからのメッセージを御紹介

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学部１～３学年（Ⅲ類型）生活単元学習 

「フラワーアレンジメントを通して働くことについて知ろう」 

キャリアガイド：公益社団法人日本フラワーデザイナー協会 大野 靖子様 

 

お花が配られると、花弁を優しく触ったり、茎をつまんでみ 

たり、匂いを嗅いでみたりと、それぞれの方法で素材の特徴を 

感じていました。 

 作品作りになると、講師の先生のお手本を見ながら花を一 

つ一つ丁寧に花を切ったり挿したりしていきました。「この 

花はここかな。」「折れちゃった。」などと、位置やバラン     

スを考えたり、少し苦戦して近くの教師に相談したりして取

り組んでいました。作品が完成し、発表が始まると「この中で 

一番好きな花はバラです。」や「隙間を埋めるのが難しかった 

です。」など、楽しみながら頑張って作ったことが伝わる感想 

をたくさん発表していました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高等部Ⅳ類型 音楽 「ヴァイオリン演奏とコラボレーションしよう！」 

キャリアガイド：音楽・朗読グループ「ソライロ」 酒井 知子様 

 

前半のコンサートでは、ディズニーの「ミッキーマウスマーチ」 

やジブリ映画の中で出てくる有名な曲をヴァイオリンで演奏して 

いただき、生徒たちは美しい音色に聴き入っていました。また、 

手拍子をしながら演奏を楽しみました。 

 後半では、葉加瀬太郎さんの「情熱大陸」をヴァイオリンの演                      

奏と一緒に合奏をしました。それぞれ自分に合った得意な楽器を 

使って、自分で楽器を奏でる喜びや音色を全身で感じながら楽し                                          

く合奏をしました。グループ全体で生演奏をしたり、迫力ある 

ヴァイオリンの生演奏を聴いたりするなど、とても貴重な体験が 

できました。この貴重な経験を生かして、色々なことに興味を持 

ちチャレンジして、より充実した学校生活にしていきたいです。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜卒業生の保護者さんからのメッセージ＞ 
Ｈ25 年度卒業 門田 陽さんの保護者 

 

■在学中と卒業してから一番変化を感じた点はどこですか。 

・学校とは違い卒業がないこと。 
・自分に合う居場所を自分で見つけて、周りの人と協力して確保しないといけないこと。 

■在学中にしとけばよかった。または卒業するまでに必要だと感じる点はどこですか。 

・在学中というよりも子どもの時代に肢体不自由という障がいの特性として、身体が大きく
なると難しくなってくること（例えば全身を使った遊びや体験）があるので、子供の時代
に保護者や学校関係者が意識的に体を使った活動をさせてあげてほしいと思います。そし
て、安全に活動するために医療従事者と連携を密にすることを大切にしてほしいと思いま
す。 

■今現在、大変だと感じること、また、どのようなときに充実していると感じますか。 

・障がい者を取り巻く環境は、毎年のように変わります。10 年後、20 年後の障がい福祉の
制度がどうなっているのか予想不能です。親が支援・介護が難しくなってきたときの生活
をどう守っていくのか…。将来が不安です。 

・本人が家族以外の施設スタッフと楽しそうに過ごしている姿を見ると、今が充実して幸せ
なのだと感じています。 

 

■在校生、保護者の方にメッセージをお願いします。 

・今、楽しんでいますか？ 
 子供の時代は今しかありません。楽しいことをたくさん経験して大人になって下さい。 

 

＜卒業生の保護者さんからのメッセージ＞ 
Ｈ１６年度卒業 岡田 真和さん保護者 

 

■在学中と卒業してから一番変化を感じた点はどこですか。 

・本人… コミュニケーションの方法が変わりました。 
     施設（デイサービス）などでは１対１ではないことも多く、はっきりとした返事

や意思表示をしないと伝わらないこと。 
     はい…「はい…！」いいえ…「無言」で。というようにコミュニケーション方法

を変えたこと。 
・母親… 親に何かあり、お世話になるときのことも考えて施設のスタッフさんやケアマネ

ージャーさんと小さなことまで伝えるようにしたこと。 

■在学中にしとけばよかった。または卒業するまでに必要だと感じる点はどこですか。 

・自分の気持ちをシンプルに、はっきりと伝えるということを練習しておけばよかったと思
います。学生生活が全てでしたが、将来の生活をもっと詳しく見学を重ねて将来の暮らし
を想定し、学校の時間があるときに訓練しておけばと思います。 

■今現在、大変だと感じること、また、どのようなときに充実していると感じますか。 

・母親…自分の体力の低下を感じる。 
・本人…ヘルパーさんと外出して楽しそうに帰ってくるときに充実していると感じる。 

■在校生、保護者の方にメッセージをお願いします。 

★入所やデイサービスにおいて最も大切だと思うこと。 
・自分の気持ちを伝えられること。機械も PC などをなるべく使わずに周りの人に伝える方
法を身につけておくこと。  

・生活年齢を上げること。人の中でコミュニケーションが取れるか、順番が待てるかこれら
を上げるのは、やはり就学年齢のうちに獲得しておくことが望ましいのではと思います。 

 


